
過分な御紹介ありがとうございます。もともとは病理学者でありまして、昨日もカーボ
ンナノチューブを吸わせたネズミの肺の標本を見て写真などを撮っておりました。

今日は、「シグナル毒性」ということで、内分泌かく乱問題、ホルモンという問題をもう
少し拡張して、「シグナル毒性」というふうにとらえたほうが、低用量問題その他、わか
りやすいのではないかということで研究を進めております。
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ここからが本題です。このスライドは、全く毒性学になじみのない方のためのスライド
ですので、今日は飛ばします。日本語ですと「毒」という一文字しかないんですね。英語
ですと「Poison」と「Toxin」があって、なんとなくToxinのほうがアカデミックに聞こえると
いうのですが、日本語ですと両方同じ「毒」なんですね。そこをなんとか説明しようとし
たものです。



例えば、これはクリスチャン・ディオールに今でもあるのでしょうか。こういう香水は
「Poison」じゃないと売れないという。
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ちょっと「Toxin」じゃ売れませんよね。しかし、日本語では同じ言葉になってしまうので
問題です。
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実は文明社会があることによって必要になったと言っていいかと思いまして、便利な
ものが出て、例えばお薬が出ると。先ほど言ったように、予期せぬことが出てくるのを
なんとか予見して未然に防ぐというのが我々の使命だと思って常々やっています。

起きてしまった被害を追試するほどつまらないといったら変ですが、むなしいことはな
いと思っています。
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ここも生物学にあまり詳しくない方を対象にしたスライドなので、駆け足でいってしま
います。意外と細胞って大きいんですよねという話です。
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こう見えてきます。これは肝細胞ですが、こんなもので、真ん中にDNAが入っていて、
周りに蛋白をつくっています。
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１つ申し上げたいのは、すき間は全部血管です。この写真では染めていませんが、
神経もかなりこのように入ってきています。ですから、一見非常に単純に見える肝臓で
も複雑系であるということは念頭に置かなければいけない。
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これはマウスの脳です。差し渡り８mmしかありませんが、こうやってくると構造がよく
見えるところがあって。
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実はこれはゴルジ染色といいまして、何個かに１個の細胞だけが真っ黒に染まるとい
う非常に特殊な染色なんですが、歴史的には非常に古い染色です。ここにあって、実
は１個の細胞がこんなにいろいろなことをしている。
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ここを拡大すると、実はブチブチが見えまして、どうもスパインであろうと。
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